
第６回 情報ナビゲーター交流会 開催報告 

（18日の午後は NPO法人キャンサーリボンズとの共催で『がん支えあいの日』記念イベント） 

 

日  時：平成 29年 6月 17日（土）１３：００‐２０：００（受付開始１２：３０～） 

18日（日）０９：３０‐１６：３０（受付開始０９：００～） 

場  所：機械振興会館６F 会議室６D１～３（情報交換会：６F 機械振興倶楽部） 

       東京都港区芝公園３－５－８ 

主  催：ビジネス支援図書館推進協議会、一般財団法人機械振興協会経済研究所 

後  援：専門図書館協議会、国立研究開発法人科学技術振興機構 

協  力：アカデミックリソースガイド株式会社 

会  費：無料（17日夜の情報交換会参加者は会費 4,000円） 

 

参加者数：総参加者数１６２名（第一部１３４名、交流会１０８名、第二部７８名、第三部８０名） 

 

第一部：１７日（土）午後の部の日程（以下敬称略） 

  ■開会行事（１３：００‐１３：１０） 

開会挨拶：常世田 良（ビジネス支援図書館推進協議会理事長、立命館大学教授） 

    来賓挨拶：鈴木 良雄（専門図書館協議会事務局長） 

  

          常世田理事長                  鈴木事務局長 

 

  ■講義１（１３：１０‐１４：３０） 

「戦略的広報を考え・実践する！！」 講師：鎌倉幸子（アカデミックリソースガイド株式会社） 

  

 

 



  ■ミニプレゼン大会（１４：４０－１６：４５） 10分×12組 

ビジネス支援図書館推進協議会とは！！ 

舟田  彰（川崎市立宮前図書館） 

 

埼玉県立図書館のビジネス支援 

小西美穂（埼玉県立熊谷図書館） 

 

“いよいよ来年オープン” 

ビジネス支援の専門施設札幌市・図書情報館 

石田建志（札幌市中央図書館調整担当課長） 

 

 

ALAポスター発表プレ公開 

BL協議会グローバルグループの活動～ 

越塚美加（学習院女子大学教授） 

 

公益財団法人大宅壮一文庫の活用法 

鴨志田浩（公益財団法人大宅壮一文庫事務局事業課） 

 

 

 

江戸東京の歴史と文化を振り返る 

--江戸東京博物館図書室への招待— 

楯石もも子（東京都江戸東京博物館 司書） 

 



ユーロモニターってご存知ですか？ 

門坂真理子 

（ユーロモニター－ シニア・アカウント・マネージャー） 

 

新しい図書館の姿に向けての提案 

書籍消毒機について 

陸 載和（株）エヴァーツリージャパン代表取締役 

 

ビッグイシューと図書館のちょっといい関係 

佐野未来（有限会社ビッグイシュー日本東京事務所） 

 

 

ビジネスプランコンテストに関わる 

公共図書館との連携 

奥田展久（日本政策金融公庫国民生活事業本部） 

 

人を大切にする経営学会の活動と 

公共図書館のビジネス支援 

竹内利明（武蔵野大学リサーチセンター客員教授） 

 

映画を活用した地域活性化のチャレンジ 

林弘樹（映画監督） 

 

 

 

 

  ■ＢＩＣライブラリ見学会（１６：４５‐１７：３０） 

 

 



  ■情報交換会（１７：４５～２０：００） 

  

 

  

 

 

第二部：１８日（日）午前の部の日程 

  ■講義２（９：３０‐１１：５０） 

   「ＲＥＳＡＳとは」 

      挨拶：内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局 

     ビッグデータチーム主査 浜村 昌和 

 

 

 

 

 

 



「図書館職員の新たな武器、地域経済分析システムＲＥＳＡＳ（リーサス）を使い倒す！！」  

講師：富田 良治 

   データから価値を創造する経営コンサルタント、データ分析に関する多数の講演実績あり。 

   中小企業診断士、IT ストラテジスト、一般社団法人データマーケティングラボラトリー理事 

   一般社団法人クラウドサービス推進機構特別研究員 

  

 

第三部：１８日（日）午後の部の日程 

  ■「がん支えあいの日」記念イベント「がん治療と仕事の両立支援を、語り合う」 

 【開会挨拶】 １３：００～１３：１０ 

岡山慶子（NPO法人キャンサーリボンズ副理事長） 

 

    【基調講演】 １３：１０～１４：１０ 

『「働く世代のがん」をめぐる最新情報と、治療と仕事の両立支援のポイント』 

         講師：荒木 葉子（荒木労働衛生コンサルタント事務所長、産業医 NPO法人キャンサーリボンズ理事） 

 



    【パネルディスカッション】 １４：１５～１５：１５ 

       『がん治療と仕事・生活』を支える社会・地域づくり 図書館に求められる役割』 

         パネリスト：岡山慶子（前出） 

荒木葉子（前出） 

島津英昌（がん経験者、脳神経センター大田記念病院広報） 

  

 

    【事例発表】 １５：２５～１５：５５ 

『医療・健康情報の収集と病院図書室の取り組み ～川崎市立井田病院の場合～』 

         発表 ：荒木亜紀子（川崎市立井田病院図書室司書、ヘルスサイエンス専門員中級） 

 

  

 

    【トーク】 １５：５５～１６：２５ 

『乳がん体験者が伝える、検診≒準備運動?? ～検診は両立への第一歩～』 

         トーク：Ｔｅａｍ でんと！（田園都市線沿線在住の、がんサバイバー2人組） 

              栗橋登志（2008年乳がんサバイバー、ピンクリボンアドバイザー上級、 

                   元警察官の経験を活かし乳がん検診の啓発と患者サポート活動中） 

藤原 緑（2013年乳がんサバイバー、ピンクリボンアドバイザー上級、 

役者・ラジオパーソナリティー・オーストラリア留学などの経験を 

持ちながらも結婚後はママ、治療中から広く啓発活動中） 

 



  

    【閉会行事】１６：２５～１６：３０ 

  

       竹内会長の終了の挨拶              司会小林の終了の挨拶 

 


